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出土遺物②
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

水城跡 防衛施設
飛鳥時代
奈良時代
平安時代

濠・溝・広場
土師器・須恵器・黒
色土器・陶磁器・土
製品・弥生土器

土塁北側の外濠および広場を確認

要　　　約

　調査地は水城土塁と御笠川が交差する、通称「欠堤部」と呼ばれる地点にあたる。５ヶ
所のトレンチを設定し、調査を実施した。１・２・４トレンチでは全面で外濠を確認した。
外濠の基盤層は粗砂層で、最下層にはグライ化した粘土層が堆積する。下層は８世紀前半
以前の流水に伴う土層で、砂・シルト層が堆積する。上層は粘質土が堆積し、平安時代に
はほぼ埋没したことが明らかとなった。３・５トレンチでは土塁前面に外濠がない部分（広
場）を確認し、この地点に近接した外濠内から８世紀前半の土器がまとまって出土した。
御笠川に面した立地上、防衛的な機能や水運と関わる空間の可能性がある。
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